

















































蘇青 （一九一四～一九八二） は浙江省寧波で生まれる。本名は馮允荘、 筆名は馮和儀・蘇青である。祖父は清末の挙人。
父は義和団事件賠償金により、アメリカのコロンビア大学へ留学する。後に漢口中国銀行に勤め、その後上海 銀行支配人となるも、四年後に銀行は倒産し、ほどなくして病死する。一方、母は師範学校を卒業した才媛で、蘇青はインテリ一家 いう家庭環境で育つことになった。　
蘇青は幼児期、祖父の家で育てられた。六歳になって両親の家に戻り、八歳の時に一家で上海に移住する。南京中











































































































































のが多い。また日常生活の中でよくある出来事 題材としているので、一般市民が気軽に興味を持って読めるような作品であった 特に中産階級 女性から 人気を博してい ようだ
33。
　
蘇青は『古今』において以下の七篇の散文を発表している。・ 「論離婚」 （ 「離婚を論ずる」 ）
	
第九期（一九四二年十月十六日）
・ 「送礼」 （ 「贈り物」 ）
	
第十二期（一九四二年十二月一日）
・ 「恋愛結婚養児子的職業化 （ 「恋愛 結婚、育児の職業化」 ）
	
第十六期（一九四三年二月一日）
・ 「古今的印象」 （ 「古今の印象」 ）
	
第十九期（周年記念特大号） （一九四三年三月）
・ 「再論離婚」 （ 「再び離婚を論ずる
	
第二十三期（一九四三年五月十六日）





























































作品発表のチャンスを得て実績を積むことができた。こ 経験により雑誌編集者としての基礎を固め、蘇青は作家として安定し、自立することができたのである また蘇青は『古今』寄稿者でもある陳公博や周佛海から金銭的な援助を受けている。これは戦後蘇青が漢奸と見なされる要因となってしまった。ともあれこれ より『天地』を創刊し、作家、社長、編集長としての地位 確立することができたのである。　
蘇青にとって『古今』とは、 蘇青の作家としての基礎を作っ 雑誌であり、 作家としての人生の紆余曲折は、 『古今』




























































》 」 （ 『万象』第十一巻第六期二〇〇九年六月）において「私は蘇青のノンフィクション散文であると




















「 『古今』の小品文の戦略を実現させるに 周と陶の二人が大変 要な役割を果たしている。 （ 略）朱朴が陶亢徳と手を組ん
三〇三




柳存仁 （一九一七～二〇〇九） 字は雨生。上海のいくつかの大学で教鞭をとる。 『風雨談』 や 『大美晚报』 『文史周刊』 等を編集する。併せて文学創作活動も行う。淪陷期の上海では“中日文化協会” 主要メンバーだった。
22　
朱朴（一九二〇～一九七〇）江蘇省無錫県雲郷 人 一九二八年ロンドンに留学 パリで汪精衛と知り合い、国民党改組派の要員となる。汪政権の中央宣伝部副部長を務めた後、一九三九年十月に『
时代晩报
』を上海で創刊する。一九四〇年交通部政務次




梁文若「談天地」 『天地 第 期一九四四年三月
25　
















周佛海の妻、周楊淑慧（ 『天地』創刊号一九四三年十月十日） 「在日本的小家庭生活」 （ 『天地』第四期一九四四年一月十日）周佛海の子、周幼海「夢餘抄」 『天地』第六期一九四 年三月十日）等
32　




















二〇〇九年六月） で、 『続結婚十年』 において蘇青と胡蘭成との肉体関係、 そして張愛玲へ 嫉妬 描 て ることを指摘している。
